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■ 論文要旨 ■ 

 従来の出席管理システムは，出席を取るのに時間がかかる上に，講義に出席してい

なくても代返ができるという問題がある．本研究では，QR コードを用いた Web ベー

スの出席管理システムを開発し，出席管理の効率化を行うことを目的とする．本シス

テムは，携帯電話で出席票に印刷されている QR コードを読み取り，出席管理システ

ムにアクセスすることで出席登録を行う．携帯電話と QR コードを用いることで出席

を取る時間を短縮し，QR コードに乱数や講義に関する情報を付加することで代返等

の不正防止を実現した．課題として，出席票を作成するまでの操作をわかりやすくす

る必要がある． 
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１．はじめに 

１．１ 研究の背景 

従来の出席管理システムは，教員による点呼や配布された出席票に氏名・学籍番号など

を記入することで出席を取っていた．これらは手間がかかり，非効率的である．また，講

義に出席していなくても容易に代返ができるという問題がある． 

出席管理の効率化を図る方法の一つとして携帯電話を用いた出席システム[1]があり，実

際にいくつかの大学で運用されている．これは講義開始時に，学生が携帯電話を使って出

席登録画面にアクセスし，教員から指示された何らかのキーワードを入力することで出席

を取る方法である．携帯電話はネットへの接続ができ，ほとんどの学生が所持していると

いう利点があるので学生にとっても使いやすいシステムである．しかし，キーワードさえ

わかれば欠席していても出席登録できるという問題がある． 

 将来的には、ユビキタス技術による出席管理が可能になると思われるが，ユビキタス技

術が実現されていない現在、より現実的な出席管理手法を確立したい． 

 

 

１．２ 研究の目的 

本研究では，QR コードを用いた Web ベースの出席管理システムを開発することで，出席

管理の効率化・代返等の不正防止を図った．携帯電話と QR コードによる出席管理の時間短

縮，QR コードに付加した乱数等の情報による不正防止を目指す． 

本システムは，現在，鹿児島大学工学部の教務支援システムで運用されている．この教

務支援システムは出席や成績を管理するための Web データベースである． 
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２．提案システム 

2.1 システムの概要 

 本システムは QR コードと Web ベースシステムによる出席管理システムである．データベ

ースによる出席管理，QR コード付き出席票の生成を行う．図１のように，教員は生成され

た出席票を学生に人数分配布し，学生は出席票の QR コードを携帯電話で読み取ることで本

システムにアクセスし，出席登録を行う． 

 

 
図１．システムの概要 

 

 

２．２ 環境 

本システムはデータベースに MySQL 5.1.12，サーバサイドスクリプト言語に PHP5.2.4

を用いている．出席票を作成するために PDF をリアルタイムで生成する FPDF1.53，QR コー

ドをリアルタイムに生成する QRcode Perl CGI & PHP scripts ver. 0.50g を用いる． 

これらはすべてオープンソースである．また，これらはいずれもサーバ環境であり，クラ

イアントは何らかの Web ブラウザである． 

 

図２．運用環境 
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２．３ QR コードを用いた登録 

本システムで作成した出席票を図３に示す．出席票の左に印刷されている QR コードには，

本システムにアクセスするための URL がコード化されている．URL には図４のように，出

席票の通し番号，講義の回数，科目コード，乱数の４つの情報が付加されており，サーバ

ーには GET メソッドでデータが送信される．乱数は講義を履修している学生の数だけ用意

され，乱数は出席票ごとに異なるので，全く同じ情報を持った出席票は存在しない．これ

らの URL に付加した情報は出席登録の判定を行う際に用いられる． 

 

 

 

 
図３．出席票 

 

 

 

 

図４．QR コードの持つ情報 

 

http://xxx/.../syusseki.php? Lect_No=3 & Tousi_N=0002  

講義回数 

通し番号 

& SID=104322 & rand=7SmEx901x 

科目コード 

乱数 
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２．４ 乱数による出席管理 

本システムは出席票の区別と不正防止のために乱数を用いている．これは，全く同じ情

報を持った出席票が存在しない，URL に付加するパラメータが推定しにくいという利点が

ある． 

 

２．４．１ 乱数管理テーブル 

図５に乱数の管理を行うテーブルを示す． R_Char フィールドは QR コードに付加する乱

数情報である．登録を行えば Check フィールドのレコードが埋まり，その情報が出席を管

理するテーブル（図６）に渡り，登録が完了する．Check フィールドが空でなければ登録

できないので，複数回の登録を防ぐことができる． 

 

 

 

図５．乱数管理テーブル 

 

 

２．４．２ 出席管理テーブル 

 History フィールドは出席履歴を表している．１５桁の数字が並んでいるが，これは講

義回数が１５回であることを示している．０が欠席（未登録），１が出席（登録済）であ

る．上一桁から順に１回目，２回目，３回目，・・・，１５回目の講義の出席状況を表す． 

 

 

図６．出席管理テーブル 
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２．５ 本システムの利点 

本システムの利点として以下のような点が考えられる． 

 

・学生は QR コードを読み取り，本システムにアクセスし、出席登録を行うという簡単な

操作なので短時間で出席を取ることができる． 

・教員は本システムにアクセスすれば各学生の出席状況がすぐに分かる．教員の管理画

面については第４章で述べる． 

・URL に付加されている乱数情報が一致しなければ登録できない． 

・乱数により，URL に付加した情報の推定を難しくしている． 

・乱数情報は出席票毎に異なるため，出席票を講義に出席している人数分だけ配れば代

返等の不正を防止することができる． 

  

問題点として，学生の数が多いと出席票の配布に時間がかかる．しかし、従来の出席管

理の煩雑さを考えればメリットの方が大きい． 
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３．出席登録の手順と判定 

３．１ 登録手順 

 本システムの出席登録の手順は以下の通り． 

 

STEP１: 教員が乱数情報等の入った QR コードが付加された出席票を印刷する． 

STEP２: 出席票を講義開始時に人数分配布する． 

STEP３: 学生は出席票の QR コードを携帯電話で読み取り，出席登録画面にアクセスする． 

STEP４: 学生は登録画面で自分の学籍番号を入力する． 

STEP５: 出席情報をサーバに保存する． 

STEP６: 出席登録画面が表示され，これまでの出席状況を学生へメールで送信する． 

 

 

３．２ 登録判定 

 本システムは QR コードに付加されている情報を基に登録判定を行っている．登録画面へ

アクセスする条件として 

 

①指定された時間（講義時間）内である． 

②科目コードが正しい． 

③乱数情報が正しい． 

④登録済みの出席票でない． 

 

の４つがある．①，②，③はＱＲコードに付加されている情報である．④は２．４節で述

べたように，乱数を管理するテーブルで既に登録されているかチェックする．そして，本

システムにアクセス後，登録画面で実際に登録を行うための条件として 

 

①履修登録している． 

②学籍番号が正しい． 

 

の２つがある． 
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４．ユーザ操作 

４．１ 教員の操作 

４．１．１ 出席管理 

出席管理を行うページを図７に示す．図の上方に講義日時，下方に各学生の出席状況が

ある．教員はあらかじめ講義の日時を設定し，講義日時の下にある出席票ボタンを押すこ

とで出席票を生成する．  

出席登録が完了すれば，図７のように該当する学生の講義実施日の場所に丸印が付くの

で，自動で出席管理を行える．また，出席管理は手動での登録も可能である． 

 

 

 

 

図７ 教員用の出席管理画面 
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４．１．２ 出席票の生成 

出席管理画面（図７）で出席票ボタンを押すと，出席票となるPDF の作成画面が表示され

る（図８）．この時、その講義を履修している人数分の乱数を生成し，その乱数と講義に

関する情報を持った QR コードがリアルタイムに生成される．そして，QR コードが印刷さ

れた出席票が PDF として出力されるので，教員はそれを印刷し，学生へ配ればよい．PDF

のサイズは図８のように、いくつかのサイズから選ぶことができる．また，一度出席票を

作成した後でも，図８の上方にある新規作成ボタンを押すことで新たに出席票を生成でき

る． 

 

 

 

 

図８．出席票となるＰＤＦ作成画面 



 

- 12 - 

４．２ 学生の操作 

学生は配られた出席票に印刷されている QR コードを読み取り，登録画面（図９-左）へ

とアクセスする．学籍番号を入力し，登録が完了すると登録完了画面（図９-中央）が表示

される．メールアドレスを登録していれば，登録完了後にこれまでの出席状況を知らせる

メール（図９-右）が届く．携帯電話を持っていない学生については携帯電話を借りる，ま

たは出席票に名前を書いて提出した後，教員が手動で登録することで対応する．本システ

ムでは，携帯電話の識別番号は利用していない．そのため，一台の携帯電話で全員分の登

録をすることも可能である． 

 

 

 

図９．学生の操作画面 
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５．まとめ 

本研究では，乱数情報を付加した QR コードを用いることにより出席管理の効率化，代返

の防止を図った．教員は出席票を配り，学生は QR コードを読み取るだけの簡単な操作で出

席登録ができる．Web ベースの出席管理システムにより出席の管理も容易になり，学生も

メールでの出席状況の確認ができるようになった． 

講義を欠席していても URL さえわかれば登録画面にアクセスできるが，本システムは乱

数を用いることで URL に付加した情報を推定しにくくした．また，出席票 1 枚につき 1 回

しか登録できないので，人数分配れば代返の防止ができる． 

本システムはサーバはすべてオープンソースで構成されており，読み取り装置などの教

室インフラも不要であるので低コストで導入可能である． 

 今後の課題としては，出席管理画面のインターフェイスを改良し，出席票を生成するま

での操作をわかりやすくしたい． 
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